
68

事業の原点は「もったいない」思想

山間の農家を活性化し地域の発展に貢献

技術・商品の特徴

新規事業の開発は、石井光洋社長が食べられるのに捨てられている柿が毎年 500 トンもあるこ
とを見て「もったいない」と思い、有効利用を手掛けたことが始まりである。
石井物産は石井社長の父親が、当時の西吉野村（現西吉野町）の村長であったなど、古くから地
域の発展に貢献してきた家系で、当時は干し柿、漬物など、地域の産物の簡単な加工品をつくって
いた。

「柿けーき」が新商品開発の再出発

石井社長は、形が良くないなど、
商品価値の劣るために毎年 500 ト
ンを超える商品にならない柿が捨
てられていることを見て、これまで
の単純な加工から一歩付加価値を
高めて、時代に合った若者に好まれ
る商品開発に努めた。
柿を素材にいろいろな加工を施
して数多くの新商品を開発した。そ
の一つが柿の「ヘタ」を利用した商
品「柿けーき」で、柿をイメージさ
せるおいしい味わいと「ヘタ」を利
用するという奇抜な
アイディアが評価さ
れ、平成 18 年に全
国奨励観光土産品審
査会で日本商工会議
所会頭賞に評された。
その後も、柿まん
じゅう、柿酢ゼリー
など数多くの新商品
を開発し、その数は
50 〜 60 種に及んで
いる。

「商品の紹介」

石井物産株式会社

柿に新しい付加価値を与える
商品の開発
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「働く仲間達」
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柿の特性を生かした商品開発

石井物産の新しい活動は、柿そのものの加工から、柿の持つ本質的な特性を生かした商品開発を
手掛けている。具体的な動きとしては、奈良県農業総合センターの開発した高純度・粉末・無臭柿
タンニン（渋柿）の製造工程を担当していることで、将来的に無臭柿タンニンを生かした新商品の
開発も期待されるだろう。
このような積極的な姿勢と生み出された商品が評価され、
　　平成 20年　農商工連携事業に採択（経済産業省、農林水産省）
　　平成 21年　元気なモノ作り中小企業 300社に選出（経済産業省　中小企業庁）
の栄誉を受けた。

今後の姿

石井物産の社是は「誠意・熱意・創意」、経営理念は「特産物の創出を計り、地域に必要な企業
であることを目的とする」である。従業員 20名の少人数ながら、石井光洋社長の指導のもと、ご
子息の石井和弘専務取締役が生産面を担当し、従業員の質の向上と組織の確立に努め、地域産業の
発展に貢献している。
将来は抗菌作用などの多
くの効果のある柿タンニン
を活用した新商品の開発を
目指しており、新しい形のキ
ラリと光る商品・技術が開発
されるであろう。


